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令和５年松本市議会６月定例会 

市 長 閉 会 あ い さ つ 

[5.6.29(木) 13:30] 

 

発言の機会をいただきましたので、閉会に当たり、ごあいさつを

申しあげます。 

 

 議員の皆様には、１８日間に及ぶ会期中、熱心にご審議を賜り、そ

れぞれの議案を原案どおり決定していただいたことに対しまして厚く

御礼を申しあげます。 

 

市議会議員選挙後、初めてとなりました６月定例会では、２４人の

皆様が一般質問に立たれ、市政各般に関して多角的な視点からご意見

ご提案をいただきました。「三ガク都のシンカ」につながる、良い提

案は即実行する、という観点から、十分に精査・検討して取り組んで

まいります。 

 

 この定例会では、松本市の事業を民間企業に発注・委託する契約を

適正に履行し、労働者の権利を守る「松本市公契約条例」が、全ての

議員の皆様の賛成を得て成立いたしました。条例の制定により、事業

者と松本市の責務が明確に定められました。事業者には、法令遵守の

意識を高め、労働条件の改善に取り組むことをお願いするとともに、

松本市としては、労働環境報告書の提出などを通じて、質の高い公共

サービスを提供し、豊かで安心して暮らせる地域社会の実現につなげ

てまいります。 

 

 市立病院を移転建設するための基本設計の再開が、昨日開催された

特別委員会で、全会一致で了承されました。これを受けて、産科診療

の見直し検討に伴って休止していた建設プロセスを速やかに再開いた

します。今後は、市民が求める持続可能な公立病院の実現に向けて、

「経営強化プラン」の策定などを着実に進め、令和９年度中の開院を

目指して取り組んでまいります。 
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松本市で５か所目の「こどもプラザ」となる、多世代交流型子育て

支援施設「あんさんぶる」が、来月１２日にイオンタウン松本村井に

オープンいたします。必要な条例改正をお認めいただき、御礼を申し

あげます。 

 

南部地域は、子どもや現役世代の人口に対して子育て施設が少なく、

屋内で子どもが思い切り遊べる施設を要望する声が数多く寄せられて

いました。従来のこどもプラザのおよそ２倍の広さを有する「あんさ

んぶる」は、大型商業施設の中に設置するため、土曜、日曜、祝日の

開館と広い駐車場の利用が可能となります。「子どもが主人公」のま

ちづくりを進める一環として、大勢の皆様に利用していただきたいと

思います。 

 

 まつもと市民芸術館の新たな「芸術監督団」体制について申しあげ

ます。 

 

 昨日、共同記者会見で発表させていただいたとおり、芸術監督団の

団長兼演劇部門の芸術監督には、歌舞伎の古典演目を現代劇として上

演する、「木ノ下歌舞伎」主宰の木ノ下裕一氏、舞踊部門の芸術監督

には、京都を拠点に前衛的な芸術作品を生み出している、演出家・振

付師・ダンサーの倉田翠氏、芸術館の作品のみならず松本の文化・芸

術の魅力を発信するゼネラルアートアドバイザーには、舞台や映像で

幅広く活躍する俳優で歌手の石丸幹二氏に、それぞれ就任していただ

くことが決まりました。 

 

 おととし３月末に串田和美総監督の令和４年度限りの退任を発表し

た後、専門家会議の提言、市民を交えた検討委員会の議論・答申を受

けて、複数のジャンルから次の世代に発信できる優れた人材を起用す

ることが望ましいとして、３人の方々と調整を進めてまいりました。

今年度は「参与」として芸術館活動への理解と助言をいただき、来年

４月から「芸術監督団」として正式に就任いただく予定です。 

 

 まつもと市民芸術館は、来年開館２０年の大きな節目を迎えます。
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伝統と革新が共存する都市の象徴として、ジャンルの異なる才能豊か

な３人の皆さんには串田和美さんの功績を継承しながら、市民の皆さ

んとともに「ひらいていく」、新時代の劇場を作り出していただきた

いと思います。 

 

その市民芸術館も会場となるセイジ・オザワ・松本フェスティバル

は、この夏、次の３０年に向けて新たなスタートを切ります。小澤征

爾総監督のボストン時代からの友人である、映画音楽の世界的巨匠、

ジョン・ウィリアムズ氏の来日公演が実現し、国内外から大きな注目

を集めています。 

 

一方、美術館では、松本市出身の映画監督「山崎貴の世界」特別展

が、来月から３か月あまりにわたって開催されます。期間中は、監督

自身が描き下ろした大型キャラクターが市内を巡回し、日本のＶＦ

Ｘ・ビジュアルエフェクトの第一人者である山﨑監督の世界を、美術

館と街中の双方で堪能していただけます。 

 

コロナから自由になって迎えるこの夏は、芸術の「楽都・松本」を、

市内外の大勢の皆さんに楽しんでいただくことを期待しています。 

 

 およそ８か月にわたり、アルプス公園の旧まきば山荘跡地の未整備

地を中心とする南側開園部の活用方針を議論してきた、「松本市アル

プス公園魅力向上検討会議」から、一昨日、提言書を受け取りました。 

  

 提言書では、アルプス公園に求められる役割として、子どもを中心

とした遊び・体験・交流の場、豊かな生活を支える場、生物多様性が

保全された体験・学びの場という、３つの方向性が示されました。 

 

 その上で、未整備地と展望広場について、全体を１つのエントラン

スエリアと捉え、「景観を最大限に活かした回遊・交流・憩いの空間」

として、飲食スペースや総合案内などの機能を備えた展望施設と多様

な主体が様々な用途に活用できる芝生が敷かれた多目的スペースを整

備することが提言されています。 
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 今後は、市議会に対して提言内容を詳しく報告し、協議を進めた上

で、来年開園５０年を迎えるアルプス公園が、市民にとって更に居心

地のよい場所になるよう、基本計画の策定などに取り組んでいきたい

と考えています。 

 

 議員の皆さんには、先週、各委員会ごとに関係部課長と意見交換す

る場を設けていただきました。市長就任後、初めての開催でしたが、

私自身も参加して胸襟を開き率直に対話をすることができました。貴

重な時間をいただいたことに感謝するとともに、今後もこうした場を

重ねてまいりたいと考えています。 

 

 議員の皆様におかれましては、時節柄、健康にくれぐれもご留意い

ただき、引き続き松本のシンカに協力を賜りますようお願い申しあげ、

６月定例会閉会のあいさつといたします。 

（以 上） 


